
ハミルトンビーチ
フードブレンダー  HBF510S/510　
取扱説明書

お買い上げありがとうございました。
ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しくお使い下さい。
安全にご使用いただくために必ず「安全上の注意」をお読み下さい。
お読みになった後は、大切に保管して下さい。

HBF510SHBF510
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ジャーパッド

スピード調整ダイヤル

スタート/オン/ストップ

CHOP/チョップ
VAR/スピード可変

ブレーカースイッチ

(本体裏側にあります )
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HBF510/510S

モーターユニット裏にあるブレーカースイッチがOFFになっていて、スタート/オン/ストップスイッチがオン( l )になっていることを確認して
から電源プラグをコンセントに差し込みます。

HBF510　最小140cc　最大1400cc HBF510S　最小140cc　最大1400cc

－３－

HBF510/510Sは、調理する食材にあわせ、CHOP/VAR/PLUSE 3種類のミキシングモードから選択して撹拌することが出来ます。

ボタンを押している間のみスピードダイヤルで設定した撹拌速度でミキシングし
ます。スイッチを離すと停止します。
調理終了後、再度調整の為に短時間ミキシングしたい場合にご利用ください。

CHOPボタンを選択すると、スピードダイアルで設定した撹拌速度と最低回転
を交互に繰り返します。
ミキシング中もスピードダイアルでの撹拌速度の調整変更が可能です。
ミキシングを止める場合は、STOP位置へスイッチを押し下げます。

CHOP

VARボタンを選択するとスピードダイアルで撹拌速度を自在にコントロールする
ことが出来ます。
ミキシングを止める場合は、STOP位置へスイッチを押し下げます。

PULSE

VAR

CHOPモードまたはVARモードを選択した場合
スピード調整ダイヤルを低速（1～３）に合わせ、スタート/オン/ストップスイッチをスタートにして運転を開始します。
その後、お好みに合わせてスピード調整ダイヤルを調整します。
※ 食材が噴き出す恐れがありますので、初めは必ず低速(１～３）から運転を開始してください。
※運転中にコンテナカバーを上から強く押さえると、クラッチの摩耗を早める原因となりますので、ご注意ください。

運転中に回転が止まったり、異常音や振動が大きい時はすぐにスイッチをストップ(▽)にし、食材を減らしてください。
また、カッターが空回りしている場合には液体を追加してください。

途中で食材を加える場合にはスイッチをストップ(▽)にし、モーターが完全に停止してから加えてください。

ミキシングが完了しましたら、スイッチをストップ(▽)にします。
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－４－

部品の劣化が

撹拌速度は必ず低速 (１～３) からスタートしてください。

スイッチをストップ (▽) にし、 モーターが完全に停止してからコンセントを抜いてください。

2022.3



販売店
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